
別紙１ 

令和４年度から改正 

低入札価格調査制度  （対象金額 予定価格５０００万円以上） 

＊以下の①、②の計算式によるが、いずれも入札比較価格の 7.5/10～9.2/10の範囲で設定 

① 【土木系工事】（「土木一式」、「とび・土工・コンクリート（解体工事を除く）」、「ほ装」、「塗

装」、「造園」及び土木経費で積算する電気工事等をいう。） 

調査基準価格 

（１）直接工事費×０．９７ 

（２）共通仮設費×０．９０     合計額（千円未満切り上げ） 

（３）現場管理費×０．９０      ×１．１ 

（４）一般管理費×０．６８ 

失格判断基準 

（１）直接工事費×０．９７ 

（２）共通仮設費×０．９０     合計額（千円未満切り上げ） 

（３）現場管理費×０．９０      ×１．１ 

（４）一般管理費×０．２０ 

 

② 【上記以外の工事】 

調査基準価格 

（１）直接工事費×０．９×０．９７ 

（２）共通仮設費×０．９                 合計額（千円未満切り上げ） 

（３）（直接工事費の額×０．１＋現場管理費の額）×０．９     ×１．１ 

（４）一般管理費×０．６８ 

失格判断基準 

（１）直接工事費×０．９×０．９７                合計額 

（２）共通仮設費×０．９                     （千円未満切り上げ） 

（３）（直接工事費の額×０．１＋現場管理費の額）×０．９×０．８   ×１．１ 

（４）一般管理費×０．２ 

 

最低制限価格   （対象金額 ５００万円以上５０００万円未満） 

低入札価格調査制度の調査基準価格の計算式と同様 

 

  


